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 9 : 5 0　J R牛久駅集合

1 0 : 3 0　茨城農芸学院長

　　　 樋口光平さんからの

　　　 学院説明と見学

1 2 : 3 0　牛久シャトーへ移動

1 3 : 0 0　牛久シャトーレストランでランチ

1 4 : 0 0　牛久シャトー株式会社代表取締役

　　　 川口孝太郎さんによるお話

　　　 シャトー内見学

1 5 : 3 0　牛久シャトーにて解散

　　　 ※J R牛久駅までは徒歩８分ほど

茨城農芸学院
（少年院）

牛久シャトー

【第426回 定例セミナー】

ワイナリー×少年院のワイナリー×少年院の
11月は、日本で初めての本格的ワイン醸造所 牛久シャトー（茨城県）と、その葡萄づくりを担う少

年院（茨城農芸学院）に伺い、農福連携の現場を視察します。ワインづくりが人づくりにつながる農

福連携ワインによる地域創生の可能性を、また、そこに企業としてどう関われるか、を考える機会に

していただければ、と思います。皆さまのご参加をお待ちしています。

ワインづくりは、地球温暖化、生物多様性、地域創生、農福連

携、次世代育成など、さまざまな分野におけるサステナビリティ

に深く関わっています。その中でも牛久シャトーは地元の少年院

茨城農芸学院と葡萄の栽培において連携し、2024年5月茨城農芸学

院の葡萄を使用した第一号ワインが発売されました。当日は茨城

農芸学院に伺い、院長からのお話に続き、農作業に励む生徒たち

の様子を視察後、牛久シャトーでランチ・視察を行ないます。

’農福連携事業’視察’農福連携事業’視察

主催：公益社団法人日本フィランソロピー協会主催：公益社団法人日本フィランソロピー協会
協力：法務省矯正局、茨城農芸学院、牛久シャトー株式会社協力：法務省矯正局、茨城農芸学院、牛久シャトー株式会社

https://www.philanthropy.or.jp/seminar/426https://www.philanthropy.or.jp/seminar/426詳細・申込詳細・申込

内容

9 : 5 0  J R牛久駅集合



訪問先概要
◆茨城農芸学院
1949年に発足した少年院で、生活指導、教科指導、体育指導、職業指導など、規則正しい生活と社会復帰に

向けたさまざまな矯正教育が行なわれている。法務省では更生支援の一環として全国の少年院において、社

会貢献活動や地域との交流を推進している。もともと牛久市と学院は良好な関係であり、2020年に牛久シャ

トーが醸造を再開したときに当時の市長の働きかけで学院での葡萄の栽培が実現。現在8棟のビニールハウス

で360本を栽培している。学院の収容定員150名のところ、常時12-13名が葡萄栽培に従事している。

◆牛久シャトー
実業家・神谷傳兵衛によって開設された、葡萄栽培からワインの醸造、瓶詰めまでを一貫して行なう日本最

初の本格的なワイン醸造場。浅草の「神谷バー」を開業させたことでも有名な人物。1901年にワイン醸造場

の建築に着手し1903年に「牛久醸造場」（牛久シャトー）が完成。2007年「近代化産業遺産」（経済産業

省）、2008年国の重要文化財（文部科学省）、2020年には「日本遺産」（文化庁）に認定されており、歴史

的建造物としても高く評価されている。2018年に所有者の事業撤退により閉鎖されたが存続を望む市民から

の嘆願書が寄せられ2020年に第三セクター「牛久シャトー株式会社」が設立され、運営管理を担っている。

樋口光平（ひぐちこうへい）さん　茨城農芸学院長
  1993年　　さいたま少年鑑別所に採用

          　その後、矯正局、矯正管区、矯正研修所、刑務所、少年院、

　　　　　  少年鑑別所、他省庁（保護観察所・人事院）で勤務

  2022年4月　八街少年院長

  2024年4月　現職

川口孝太郎（かわぐち こうたろう）さん　牛久シャトー株式会社 代表取締役
  1984年4月　郵船航空サービス株式会社入社（現　郵船ロジスティクス株式会社）

  1996年4月　合同酒精株式会社入社、2005年度シャトーカミヤへ異動

  2011年8月　東日本大震災、災害復旧工事着任（～2017年）

　　         修理委員会事務局長着任

  2019年10月 シャトーカミヤ事業撤退（後処理）を経て合同酒精株式会社退社

  2020年1月　牛久シャトー株式会社 代表取締役社長就任

登壇者

一般：8,000円   

会員：5,000円
 ※会員とは、当協会 会員企業 の役職員 および 個人会員 （年会費12,000円）のみなさまです。

 ※ランチ・飲み物代を含みます。

・参加費は、当日会場にて現金でお支払いください。請求書発行・銀行振込でのお支払いは、企業・団体所属の方に限ります。

・当日のキャンセルにつきましては、キャンセル料として参加費全額を申し受けます。

　すでにお支払い済みの場合も、返金や別の開催日への充当ができませんので、ご了承ください。

参加費

健全な民主主義社会の実現を目指し共生社会づくりのための社会貢献活動を推進する中間支援団体。前身の国民政治研究会

にて1991年企業フィランソロピー事業を開始し、1994年に社団法人日本フィランソロピー協会に名称変更。　長きにわたり

メインステークホルダーである企業の皆さまと企業フィランソロピーに向き合い、企業の社旗貢献活動を支援。寄付マッチ

ングやボランティアマッチング、助成金や奨学金プログラム企画運営、プロボノ活動コーディネイト、研修企画運営などの

企業支援に加え、共生社会のモデルづくりのために数多くの自主事業を実施。サステナビリティ経営や人的資本経営の推進

に向けたセミナーも開催。企業のCSR担当者の方針策定の相談から具体的アクションまでの提案・サポートを行っている。

公益社団法人日本フィランソロピー協会とは

https://www.philanthropy.or.jp/

公益社団法人日本フィランソロピー協会公益社団法人日本フィランソロピー協会
東京都千代田区大手町2-２-１新大手町ビル244東京都千代田区大手町2-２-１新大手町ビル244
担当／宇都宮晴子（うつのみやはるこ）、三宅玲子（みやけれいこ）担当／宇都宮晴子（うつのみやはるこ）、三宅玲子（みやけれいこ）
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